
「もんじゅ」の原子炉格納容器全体漏えい率試験 
に対する代替露点検出器の実証試験 

― 静電容量式露点検出器に対する短期間及び長期間の検証試験 ― 
Verification of Alternative Dew Point Hygrometer for CV-LRT in MONJU 

- Short and Long-Term Verification for Capacitance Type Dew Point Hygrometer - 
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原子炉格納容器全体漏えい率試験で用いる既存の塩化リチウム式露点検出器の代替品として，静電容量式

露点検出器の検証試験を実施し JEAC 4203-2008 要求精度を長期間にわたり有することを確認した。なお，当

該機器を用いて原子炉格納容器内において長期間にわたり雰囲気計測を実施した事例は今回が初めてとなる。 
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1. 緒言 原子炉格納容器全体漏えい率試験（CV-LRT）で用いている塩化リチウム式露点検出器【塗布材（塩

化リチウム水溶液）有効期限：3～6ヶ月／メーカー推奨】のメンテナンス等による高速増殖原型炉「もんじ

ゅ」のプラント工程への影響を低減するため，塩化リチウム式露点検出器の代替品として，静電容量式露点

検出器の検証試験を実施した。 

 

2. 試験方法 検証試験として，①「CV-LRT における静電容量式露点検出器と既設の塩化リチウム式露点検

出器との比較検証試験」を行い，原子炉格納容器（CV）床上に設置した塩化リチウム式露点検出器 20 台と，

静電容量式露点検出器 2 台の測定値について比較検証を行った。また，他に類を見ない試みとして，②「長

期間（2年間）にわたる静電容量式露点検出器と高精度鏡面式露点検出器との比較による精度評価検証試験」

を行い，静電容量式露点検出器の安定性を長期わたって検証した。 

 

3. 試験結果・考察 ①の結果，静電容量式露

点検出器 A，Bの指示値は，同じ設置場所の塩化

リチウム式検出器 ME-20 の指示値と同様，CV-

LRT の時間経過に伴い増加傾向を示し，検出器

ME-20 の指示値より若干低い値を示した。しか

し，検出器 A，Bと検出器 ME-20 の指示値の差は

大でも約 0.5 ℃であった。これより，CV-LRT

前後の校正結果の誤差（ 大値）は 大 0.5 ℃

であり，メーカー精度（±2℃）の 1/4 にあたる

高い精度を維持しており，CV-LRT の影響は見ら

れなかった。 

また②の結果，静電容量式露点検出器は，基

準となる高精度鏡面式露点検出器との比較の結

果，「原子炉格納容器の漏えい率試験規程」[1]に基づく規定要求精度（検出器・変換器との合成精度：±2.04℃）

を長期間にわたり有することを確認した。 

以上のことから，静電容量式露点検出器は，CV-LRT 環境下にて既存の塩化リチウム式検出器の代替露点検

出器として使用可能であり，原子炉格納容器内環境下にて長期間安定して測定可能であることら，検出器メ

ンテナンスによる「もんじゅ」のプラント工程への影響がなく，2年間の長期間の運用が可能である露点検出

器であることを確認した。 
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